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ABSTRACT: Thepurposeofthisstudyistoinvestlgateandmeasurethe

metabolicandheartratechangesinvolvedinhairwashingcarriedoutbynurses

onsubjectsbendingoverawashbasin. Subjectswerecompletelypassive

duringhairwashing･ Ninehealthyfemalesbetweentheagesof19-20were

chosenassubjects.

Themainresultsareasfbllows･ 1)Duringhairwashingthe02Con-

sumptionrateofsubjectsincreased20% abovetherestlevel.2)Twopeaksin

O2COnSumptlOnandexplrationvolumewerenoted･The丘rstoccurredexactly

oncminuteaftersubjectsrosefrom alyingpositiononabedandtookeight

stepstothewashbasin. SubjectsalsoshowednervousantlCIPation. The

secondpeakoccurredeightminutesaftertheexperiment'sbeginnlng. Hair-

washingceasedafter7･4minutes,sothislargeincreasemaybeattributableto

anoxygendebtincurredbybendingover. 3)Therelativemetabolicrate

(R･M･R.)wasO･5.Thisisabouttwoandhalftimestheratefoundbyhair-

washinginasupineposition･ 4)Twentysecondsaftertheexperimentbegan,
subject'sheartrateswere47% abovetherestrate.Twominutesafterthe

experimentbegan,whensubjectshadbeenwashedtheirhairinthebending

position,theirheartrateswereneartherestlevel.5)Takingthedifference

betweentherestlevelandthemaximumlevelas1000/.,wefoundthattheheart
raterecoveredby8912% 40secondsafterthecessationofhairwashing,and

reachedtherestlevel1minute20seconds･ThislatterpolntWastakenasthe

stoppolntOftheexperiment.

Thesestudiesshowthathairwashingofsubjectsinthebendingposition

bynursesrequlrCSlittleeffortfrom subjects. subjectssufferingfrom specific

diseaseswouldrequlremoreCare.
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は じ め に

人間にとって洗髪は基本的な生活行動の一つ

であるが,療養中には身体への影響から断念せ

ざるを得ないことがしばしばおこる｡

しかしその可否を論ずる場合,洗髪に関する

客観的な資料はきわめて乏しい｡藤森 ら1)は梅

婦の洗髪開始時期について報告をしてはいるが,

エネルギー代謝については全 く触れられていな

い｡また子安ら2) も入院中の患者を対象に,汰

髪が身体の生理学的な状態におよばす影響につ

いての調査を行ってはいるが,Read 式を用い

て算出したもので,実測したものではなく,ま

た経時的に経過を捉えたものでない｡したがっ

てその洗髪に要 した全体的な代謝率の報告にと

どまっている｡

そこでわれわれは,洗髪のうちケリーパ ッド

を使用する仰臥位洗髪,洗髪椅子を用いて行う

半坐位洗髪について,被援助者のエネルギー代

謝からみた負荷の度合を実証し,近畿地区看護

研究学会において報告 してきた3)｡ 今回は洗面

所において,援助者より行われる前屈位洗髪の

場面を設定 し,エネルギー代謝および心拍数の

実測による変化を検討したところ若干の知見を

得たので,その実態について報告する｡

実 験 方 法

1. 被験者

被験者は19-20歳の健康な女子10名で,その

体格は表1に示すとおりである｡体表面積の算

出には藤本式 (厚生省審議会採択)を用い,こ

れにより基礎代謝の理論値を算出した｡尚被験

者の解析対象としての決定には,実測データー

に Smirnovの棄却検定を用いて行った｡

2. 実施期間

実施は昭和54年7月上旬～8月下旬の午前中

に行った｡

3. 環境条件

実験場所は,京都大学医療技術短期大学部看

護学科実験室を選び,琵境条件を室温 26oC湿

度60% に設定して実施 した｡ 尚気圧は 754-

表 1 被験者プロフィール

被験者 年 齢 身 長 体 董 体表面積
cl kg tl

Jl.F. 20 157.5 41.50

S.ド. 20 159.0 50.60

K.0. 20 156.0 52.65

S.冗. 19 155.1 54.30

Y.甘. 19 156.8 54.75

ll.Y. 20 158.3 54.25

K.K. 19 158.5 56.00

ど.A. 20 162.9 54.50

E.Y. 19 165.5 61.65

H.T. 20 165.0 65.40
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nean 159.1 54.67

760mnHgであった｡

4. 被験者の条件

被験者側の条件をできるだけ一定に近づける

ため,前日の睡眠時間は7-8時間とし,当日

は起床後,洗面 ･排滑 ･身支度以外の筋肉活動

をさけるよう規制した｡

また栄養素の特異的作用による代謝-の影響

を一定の基準以下とするために,実験開始2時

間前にパンと牛乳,もしくはジュースを摂取す

ることに統一した｡

尚衣服は半袖のパジャマ･ソックスを着用さ

せた｡

5. 実験条件

前屈位洗髪時における被験者の姿勢は,項部

と脊柱の角度を125-135度となるように設定 し

た｡使用した湯温は 40-4loC･湯量 8/･シ

ャンプ量 5mlとした｡

援助者は5名で行ったため,各々の洗髪技術

が被験者に同一の負荷となるよう,また被験者

白身の行動の統一化をもはかるために,行動手

順を吹きこんだ録音テープを用いて,行動とタ

イムの均一化をはかった｡

6. 実験手順

被験者は準備室において,更衣,体重測定後,

休憩を経て実験室に入り,椅坐位で心拍数が安

定するのを待って,呼気採集を開始,更に呼気

中の 0 2･Co2%の安定をみた後,約10分間の椅

坐安静代謝を測定した｡続いて3歩あるいてベ

ッドへ移動し,仰臥位をとり更に心拍数および
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呼気中の 02･Co2% が安定するのを待って,

活動代謝に入った｡すなわちベッドより起きあ

がり,洗面所まで8歩あるいて椅子に腰かけ,

前屈位姿勢をとり,援助者による洗髪を行った｡

洗髪行動終了後,回復代謝を測定 し更に仰臥

位で臥床安静を約10分間測定し, この中で 0 2

消費量の最も安定している5分間を臥床安静代

謝として採用した｡

尚測定器 と して は, エレクトロメタボラ-

BMS-600型を用い,経時的に得た呼気量 ･呼

気中の 02濃度 ･CO2濃度から 02消費量 ･所

要熱量 ･RelativeMetabolicRate(以下R.M.R.

と略す)等を算出した｡

また心拍数の測定には,テレメーターフクダ

ECU-600型を用い,胸部誘導法により経時的

に測定を行った｡

実験結果と考察

われわれの日常生活行動の負荷に関する一連

の研究においては,臥床体位をベースとして生

活している人々がその対象であるため,安静代

謝は一般に用いられる椅坐安静代謝ではなく,

臥床安静代謝4)としている｡ したがって今回の

実験においても,臥床安静代謝時を基本 (以下

静止値と記す)として,洗面所において援助者

により行われる前屈位での洗髪が,どのような

負荷となるか検討を行った｡

1. 0 2 消費量の変化

臥床安静時および洗髪による 02消費量は表

2に示すとおりであった｡すなわち臥床安静代

謝時の 02消費量は1分当り 168-222ml,辛

均 185mlであった0-万洗髪の全過程に消費

した 02量は,1分当り194-254ml,平均 223

mlで,これは臥床安静時 0 2 消費量の平均20

%増しにあたる｡

尚この時の活動に要した時間は7分21秒～7

分36秒,平均7分20秒であり,回復に要した時

間は7分36秒～14分36秒,平均10分54秒であっ

た｡

この回復時間の決定は,洗髪行動によって一

旦増加した 0 2消費量が,静止値にもどった時

点をとっているが, リバウンド現象を考慮にい

れて,3回目に静止値に戻った時点をとった｡

したがって経過時間が長く,結果的には 0 2消

表2 前 屈 位 洗 髪 の 労 作 度

被験者 基礎OiS濫費貢静遥 紹 ㌫代謝 R･M･･R･ R･M･R･'
消費Energy 活動Energy
Cal/B.W.10kg/min
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0.227 0.060

0.215 0.123

0.237 0.107

0.184 0.068

0.180 0.058
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0.227 0.029

0.228 0.077

0.183 0.092

0.183 0.076

178 185

ll.8 17.2
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ll.5 35.1

● 安静代謝は臥床の状態

C.V.- S･D･ ×100
nean
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費量が全過程に平均化され多少低い値を示す傾

向にある｡この回復時間決定の是非については,

今後検討を要するものと考えている｡

さらにこの洗髪の全過程を1分毎の経時的変

化で捉え,部分的な行動と関連させながらみつ

めようとしたのが,図1である｡

0 2 消費量, ならびにこれと非常に相関が高

いといわれる心拍数お よび呼気量 (Standard

TemperatureandPressure,Dry･以下 S･T･P･D･

と略す)5'を各々の臥床安静代謝時の値を100と

して指数化 し,図示 したものである｡

行動開始1分目に,静止値の約32%増しにあ

たる平均 245mlの 02消費量の増加がみられ

る｡この時の行動は,被験者が援助者の力を借

りず自力で起き上り,8歩あるいて洗面所の回

転椅子に腰かけ,ケープを巻 くまでの一連の行

動にあたる｡

筋活動初期の 02摂取量の増大は神経的因子

の影響によるものとみなされる5)といわれてお

a b c d

l I I I

り,ベッドからの移所行動にこれ等の要素が加

ったものと考えられる｡

2分目は前屈位をとり,洗面所への頭の固定,

湯のかかり始めの部分にあたるが, 02 消費量

は平均 196mlに減少 している｡ これは1分目

に増加 した 02消費量の81.7%に相当し, 1分
間に急激に減少 したことになる｡ 尚この196ml

という2分値と,静止値との間には,対応のあ

る場合のt検定において有意差は認められなか

った｡すなわち静止値と差の認められないとこ

ろまで減少 していることを示すものである｡こ

の減少は頚部を深く前屈させた体位と温熱刺激

の両者による呼吸抑制が要因と推測される｡

3分目は髪にシャンプをつけ頭皮のマッサー

ジを開始 した部分にあたり, 0 2 消費量は静止

値の約23%増しの増加を始めている｡

続 く4分目より7分目の間は,頭皮のマッサ

ージ,泡のふきとり,シャワーによる洗い流し,

上体をおこしての水分拭きとり,櫛でとかしっ

e

I

180宿敬16140120100 ′′ A′●l′ IヽII●●●● ｣=1 02消費量JX一一氷 呼気量 (STPD)A-△ 心拍数 (1分)●-●心拍数 (20秒)ItI

I

× ′

ヽU / _.x

, ,,′xヽ .メ.-′ ●●●●●■ ‥､△.●

I丈.､▲ヽヽ .×

ー ,.A..- ● ●■ヽ ノ ′'. XILL一一■ .Li. .'' ●X.
ヽ ×一､ ヽ●Xr『 ■l■■

『r - u' ▲1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

12移巨到頭

吉Eを固定シャンプを始める d : 上体をおこす

超過時間 皿ine : 移動 ･臥床 100-restlevel図 1 前屈位洗髪における02消費量･呼気量･心拍数の経時的変化 (1
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ける等一連の行動にあたる｡ 02 消費量は4分

目より29%,29%,32%,30%増しを示してい

る｡しかし各相互間の平均値の差にはt検定で

有意差は認められなかった｡したがってこの間

の行動は 02消費量でみるかぎり,比較的変動

の少い安定した行動であると考えられる｡

8分目はこの洗髪行動中最も増加の著しい部

分で,静止値の84.5%増しの山を示している｡

この部分は洗髪が終了 し,8歩あるいて臥床 し

た20秒と,これに続く臥床位での回復代謝測定

の40秒とを含む部分にあたり,洗髪に続く移所

行動と,回復過程で 02負債の返却が重複して

高くなったものと考えられる｡

回復については,後に一括してのべる｡

2. 呼気量の変化

7分目を除く他の部分は,02 消費量と非常

に良く似た曲線を描いており,両者間には顧著

な相関がみられた (γ-0.908,p<.001)0
呼気量は 02 消費量の計算過程で,S.T.P.D.

に換算しているが,1分目のその値は平均7.78

1で静止値の55.6%増 しと顕著な増加を示して

いる｡この値は行動終了時につぐ大きな山であ

るが,これは移所行動に伴う呼気量の増加に,

筋活動初期の神経性因子の影響が加ったものと

考える｡

2分目は逆に平均5.87/と急激な減少をみせ

た｡このことは1分目に増加した呼気量の60.3

%が減少したことになり,前屈位姿勢による呼

吸の抑制が大きく影響したものと考える｡

3分目より6分目まで は静止値の23.9%,

31.8%,33.3%と僅かながら増量はしているも

のの,此の間の相互間の平均差にはt検定で有

意差は認められず,7分目において有意差を認

めた｡ すなわち静止値の50.2%増しの増加であ

る｡

これは自分で上体をおこし,援助者によって

髪をとかしつけた後ケ-プを除く行動にあたり,

呼吸抑制から開放されたための現象と考えられ

る｡事実呼吸回数も相対的に増している｡

8分目はこの行動中最大の山,すなわち静止

値の76%増しの増加を示している｡

この部分は,さきにものべたとおり,洗宴を

終了しベッド-移動した20秒と,臥床位での40

秒を含む部分であって,移所行動に伴う呼気量

の増加と,洗髪そのものによる 02負債を返却

するための,呼気量の増加と考えられる｡

3. 前屈位洗髪による労作強度

前屈位洗髪による労作度を 02消費量でみて

きたが,次にこれを熱量に換算してみると,全

過程での所要熱量は平均 19.4Cal,これを1分

間当りに換算すると平均 1.08Calとなる｡同

一負荷でもェネルギー代謝は体格により異なり,

また個人差,性差があるため厳密に比較する一

つの表現法として,エネルギー代謝率(R.M.R.)

が古津6) により提唱され,労作強度の指標とし

てひろく使用されている｡

前屈位洗髪のR･M.R.は表2にも示すとおり

0.52の労作強度である.これをわれわれが先に

行った実験の結果7)と比較してみると,ケリー

パットによる仰臥位洗髪は0.19であり,洗髪椅

子による半坐位洗髪は0.41であることから,前

屈位洗髪は仰臥位洗髪の約2倍の強度であるが,

前屈位洗髪と半坐位洗髪の間には,差の傾向は

うかがえるものの有意差は認められない｡

R.M.R.はエネルギー代謝量の個人差を除く

ために秀れた方法ではあるが,身長 ･体重から

体表面積を見出す過程があり,計算上の複雑さ

を持つことから,精度は幾らか犠性になっても

容易に理解でき,計算の簡単な方法として,エ

ネルギー需要量を体重で除し,体重当り毎分の

Kcalを計算し, これを活動エネルギー仮称で

表して,消費エネルギー仮称とは区別 してい

る｡ 前者は活動時のみのエネルギー消費量で,

R.M.R.と同様にエネルギー量の大小を比較す

るためのものであり,R.M.R.とよく相関する

ことも証明されている8)｡ 消費エネルギーは活

動エネルギーに安静代謝を加えたもので,これ

によりただちに所要熱量が求められる｡

われわれの実験では行動単位が小さいため,

体重を 10kg 単位として表現したが,今回の

前屈位洗髪をこの計算式で求めると,活動エネ

ルギー は平均 0.079Cal/10kg/分, 標準偏差
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0.028Cal,変異係数は35.1と偏差率は大きい｡

ちなみにこれをわれわれの行 った先の実験結

果7)と比較をしてみると,ケリーパットによる

仰臥位洗髪は,0.033Calであり,洗髪椅子に

よる半坐位洗髪は0.068Calであることから,

前屈位洗髪と半坐位洗髪との間には有意差は認

められず,前屈位洗髪は仰臥位洗髪の約2倍の

強度であった｡

以上労作強度について2-3の方法で表現を

試みたが,臥床を基本生活と考えた場合には,

援助者によりおこなう前屈位洗髪は,臥床安静

代謝の平均20%増しの負荷であり,良.M.良.･活

動エネルギーは共に,ケリーパットによる仰臥

位洗髪の約 2倍,洗髪椅子による半坐位洗髪と

はほぼ同程度の労作強度であるといえよう｡

4. 心拍数の変化

エネルギー代謝と心拍数に関する研究は数多

く報告されており5,9),MtillerlO) も作業時の 0 2

消費量と心拍数は高い相関を示すとのべている

が,本実験においても全過程の心拍数を測定し,

0 2 消費量との相関をみたところ, 回復の一部

分を除き高い相関 (γ-0.656,p<.001),を示し
た｡

また心拍数は行動開始と同時に増加し,終了

と共に急速に回復している｡

洗髪行動による心拍数の増加率を算出し,義

3に示した｡心拍数の増加率は心拍数を臥床安

静時心拍数で除したものであり,洗髪行動の1

分目より7分20秒までの増加率をAに,7分目

より7分20秒までの増加率をBとした｡それで

みると洗髪行動 中の心拍数 は1分間当り平均

79.8で,これは静止値の22%増しにあたる｡

更に心拍数の変化を1分間と,20秒間毎に対

比させながら経時的にみると,図1に示すとお

り洗髪行動開始直後の1分目に急激な増加を示

し,特に初期の20秒において顕著にその傾向を

示した｡すなわち最初の1分目に85.3という静

止値の30%増しの増加をみたが,特に初期の20

秒にその傾向が著しく,静止値の49%増し,吹

いで27%増し,15%増 しであった｡

この時期は行動としてはベッドから起きあが

表3 前屈位洗髪時の心拍

臥床安辞時 洗髪行動 (1分～7分20秒)
心拍数 心拍数 増加率A 増加率B
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nean 65.7 79.8 1.22 1.48

S･D･ 13.48 13.3 0.07 0.14

増加率A:洗窄行動の1分～7分20秒 まで
増加率8.'洗髪行動の7分0秒-7分20秒 まで

り,移動してケープを巻 くまでの行動にあたる

が,この現象は 02消費量と同様筋活動初期の

精神的緊張による神経的要因の影響が,移所行

動に加ったためと考えられる｡

2分目の1分間は,静止値の7%増しに相当

するところまで急速な減少をみせた｡すなわち

1分20秒では静止値の5.8%増し, 次ぎの20秒

では5%増しまで減少した後,更に次ぎの20秒

で12.5%増しと僅かながら増加傾向にある｡こ

の2分目の心拍数は,椅坐安静代謝時の心拍数

よりもt検定において,有意に低い値である｡

この現象は, 1分目の移行行動を終了した後に

前屈位となり,頭部を安定させた行動にあたる

ことから,筋活動の減少や,前屈位姿勢による

一時的な呼吸抑制等が,心拍数の減少に関与し

ているものと推測される｡

3分目以降の心拍数の変化は,一連の洗髪行

動に伴い,徐々に増加の傾向をみせながら,荏

やかに経過し,行動終了の7分20秒に大きな山

を示した｡すなわち,8分目の心拍数は1分間

当りでみるかぎり静止値の27%増しにあたり,

7分目とほぼ同数である｡ しかし20秒間測定し

1分間値に換算した心拍数,すなわち7分目よ

り7分20秒の心拍数においては,静止値の48.3

%増しの増加を示 している｡これは行動開始よ

り20秒間の心拍数が,静止値の49%増しを示し
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たのとほぼ同数であり,この洗髪開始初期の移

所行動と,洗髪そのものの終了後の移所行動に,

類似の曲線を描いたことになる｡ この現象は,

心拍数でみるかぎり,洗髪そのものによる負荷

は殆んどなく,移所行動による増加ということ

ができよう｡

尚この7分20秒をもって洗髪行動は終了し以

降は回復にはいる｡

5. 前屈位洗髪における回復状況

洗髪行動終了前の1分値と臥床安静値の差を

100として,心拍数 ･呼気量(S.T.P.D.)･02消費

量の各1分間毎の回復状況を示したのが図2で

ある｡

1) 心拍数の回復状況

運動終了後の心拍数の回復は,運動の強度に

よって異るものの,秒単位で変動がおこるとさ

れている5'｡ したがって,1分間の測定値で検

討すると共に,20秒間測定して1分間の値に換

算し,この両者で回復状況を捉えた｡

1分間測定の心拍数でみると,1分目に図2

に示す指数37,すなわちこれは63%の回復率に
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＼
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図2 前屈位洗髪の02消費量･呼気量･
心拍数の回復状況 (10名の平均)

あたり,2分目には指数0, すなわち100%と

何れも急速な回復過程を辿り,以後静止値の周

辺に安定している｡

これに対して20秒間測定の方の心拍数におい

ては,最初の20秒には図2に示す指数81,すな

わち僅か19%の回復率にとどまっている｡その

後急速に回復し,行動終了後1分20秒では静止

値を僅かに越え,以降は静止値の周辺に安定し

ている｡ 運動の中止後に心拍数が静止値まで回

復するのに要する時間は,その運動の強度によ

って異なり,一般には運動の中止後初期に著し

く減少し,時間の経過と共に緩やかになるとい

うCotton-Dillll'等の説が用いられており,秦

田ら12) もェネルギー代謝率と作業終了後の心

拍増加率との関係を報告する中で,同様の経過

に触れている｡

これ等の説と考えあわせてみても,終了後非

常に急速な回復をみせた前屈位洗髪の負荷は,

些少ということができよう｡ それと同時に心拍

数 (脆拍数)の変化を,身心の状況判定の指標

として常に用いるわれわれは,この現象をふま

えて行動することが極めて必要なことと考え

る｡

2) 呼気量と 0 2消費量の回復状況

呼気量は回復1分目に図2の指数75,すなわ

ち25%の回復率を,次いで2分目に指数33,す

なわち67%と急速に回復傾向を示した｡以後ほ

ぼ同率の回復経過を辿り,5分目に91%の回復

を示した｡次ぎの6分目において一度指数で16

すなわち84%回復率に逆戻りをしたが,その後

は図のような経過を辿り,対応のあるt検定に

おいて,7分目以降何れも回復していることを

認めた｡

一万 0 2消費量は1分目においては,逆に30

%の増加を示した後,2分目に指数98迄回復の

傾向を示した｡次いで3分目に指数56,すなわ

ち44%の回復率を示し,更に次の4分目に指数

23,すなわち77%の回復率を示すという経過を

とった｡ 02 消費量においては, t検定におい

てここで静止値に対し有意差のないことを認め

た｡したがって以降図の如き曲線を示してはい
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るが,何れも静止値に対して回復したことにな

る｡

洗髪を終了し,臥床と共に心拍数 ･呼気量が

何れも比較的速かに回復の傾向をみせた中で,

02 消費量のみが,逆に一旦増加の線を描き,

その後に急速な回復傾向を辿るという経過を示

した｡この現象は,洗髪行動中の 0 2負債をこ

の1分間に返却したものであろう｡

3) 02消費量と心拍数の回復状況の対比

筋活動後の 02消費量と心拍数の回復は,02

消費量の方が早く, 心拍数の方が幾分お くれ

る10'という労働生理学 の立場からみた労作強

度の高い負荷と異なり,われわれの実験におい

ては,心拍数は速やかに,02消費量はややお

くれて回復するというパターンを示した｡これ

は今回の洗髪行動が,他の運動,作業に比べ,

きわめて労作度が軽いために,負債を返す 02

消費量に先立ち,心拍数が非常に速く回復した

ものと考えられる｡

要 約

援助者によって行なわれる前屈位洗髪のエネ

ルギー代謝および心拍数について検討し,次の

結果を得た｡

1) 援助者による前屈位洗髪に要した 0 2消

費量は1分間当り平均 223ml,所要 Calに換

算すると 1.08Calで,何れも臥床安静時の20

%増しであった｡

2) 02 消費量と呼気量の経時的変化は,何

れも行動開始 1分目には終了時に次ぐ大きな山

を示し,その値は静止値に対し 02消費量は32

%増し,呼気量は55.6%増しであった｡又2分

目には両者共著しい減少を示し,02 消費量は

1分目増加量の81.7%,呼気量は60.3%の減少

であった｡これは前屈位姿勢による呼気抑制が

大きく影響したものと考える｡8分目すなわち

行動終了時に 0 2消費量は静止値の84%増し,

呼気量は76%増しであった｡これは洗髪そのも

のによる負荷よりも,むしろ移所行動による影

響の方が大きいものと考えている｡

3) 労作強度をR.M.R.でみた場合,前屈位

洗髪は0.52で,ケリーパッドによる仰臥位洗髪

は0.19,洗髪椅子による半坐位洗髪は0.41であ

り三者を比較すると,前屈位洗髪はケリーパッ

トによる仰臥位洗髪の約2倍,半坐位洗髪との

問には,差の傾向はうかがえるものの有意差は

認められない｡

また活動エネルギー (仮称)で表すと,平均

0･079Cal/体重 10kg/分 であり, ケリーパッ

トによる仰臥位洗髪の平均 0.033Cal/体重 10

kg/分の約2倍, 洗髪椅子による半坐位洗髪の

平均 0.068Cal/体重10kg/分 との問には有意

差が認められない洗髪法である｡

4) 心拍数は行動開始と共に増加し,終了と

共に速やかに回復した｡洗髪行動終了迄の心拍

数は1分間当り平均79.8, 増加率は22%増し

で,行動別にみると開始1分目に33%増し,行

動終了時には27%増しの増加率であった｡これ

を20秒単位に測定し1分間の値に換算してみる

と,開始1分冒,行動終了時共に初期の20秒に

顧著なたち上りをみせその数値は1分目49%増

し,終了時48.3%増しであった｡

尚2分目は最初の20秒目より静止値の5.8%

増し,5.0%増しと著しい減少を示 した後,40秒

より3分目に12.5%と僅かに増加をみせている｡

2分目のこの心拍数は,洗髪開始前の椅坐安静

代謝時の心拍数よりも有意に低い値である｡

5) 心拍数 ･呼気量 ･0 2 消費量の回復状況

は1分目の 0 2 消費量を除き,他は三者共に行

動終了後,速やかに回復曲線を描いている｡な

かでも心拍数の回復は著しく,特に初期の40秒

間に85%の回復率を示し, 1分20秒で静止値ま

での回復を示した｡

呼気量は5分目に一旦静止値に戻ったかにみ

えたが一度僅かに増加し,7分目において回復

した｡

0 2 消費量においては,1分目に逆に30%の

増加を示した後,急速に回復曲線を描き,4分

目には静止値まで回復す るとい う過程を示し

た｡ただし始めにのべた如く,今回の実験にお

いては,設定段階において 02消費量の静止値

への3回目の接近時点,すなわち終了11分目を
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もって回復 としている｡今後の検討を必要 とす

る課題である｡

6) エネルギー代謝 ･心拍数共 に全体 として

は負荷の少ない洗髪法 といい得 る｡ しか し瞬時

とはいえ 0 2消費量 ･呼気量 ･心拍数に急激な

増減を示す部分があることを考え,健康度の低

い対象者 に行 う時には,綿密な配慮を必要 とす

ることは言 うまで もない｡また,心拍数 (脈拍

数)の変化を,身心の状況判定の指標 として常

に用いているわれわれは,特 に回復時の心拍数

の現象をふまえ対応す ることの必要性を経験 し

た｡

なお臥床安静代謝の採用にあた り,今回は活

動代謝終了以後を設定 したが, これの是非 につ

いても,今後の課題 として検討の必要があると

考えている｡

(本稿の一部については,第10･11回近畿地

区看護研究学会 において発表 した｡)
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